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対
象

　　　　　・講演（50分）
　　　　　「子どもたちの生きづらさに寄り添う

　　　　  　～居場所を求めて彷徨う若者たち～」
　　　　　・ディスカッション・質疑応答（45分）

　　　　　会員（無料）、非会員（無料）

　　　　　※どなたでもご参加いただけます
   　　　　　ただし動画の後日共有は会員のみ限定
　　　　　　です

　

　　　　　学会Webサイト（下記URLまたは
　　　　　QRコード）よりお申込みください
　　　　　　

　　　　     https://jscsc.smoosy.atlas.jp/ja/lecture_2025_2

　　　　　2025年11月20日（木）まで

11/27 11/27 

　近年、子どもや若者を取り巻く生きづらさが多様・複雑化しており、地域や支援者によるきめ細
やかな支えが求められています。
　本講演会では、困難な状況に置かれた人々への支援を続けてこられた渡邊美代子氏（一般社団法
人コットンマム 代表理事）を講師にお迎えします。渡邊氏は「その子、その人なりの歩みができる
事」を目標に、虐待、貧困、不登校、ひきこもり、非行など多様な課題に向き合いながら繁華街で
のアウトリーチ活動や居場所づくりなど、さまざまな支援に取り組んでいます。支援現場の実態を
知り、生きづらさへの支援や地域でのつながりを育むヒントをともに考えます。

10:00 - 12:0010:00 - 12:00
木

Zoomウェビナーによるオンライン開催

日本自殺総合対策学会
20 2 5年秋季講演会

講師：渡邊 美代子 氏

（一般社団法人
　コットンマム 代表理事）

生きづらさを抱えた人なら誰でも相談に乗ってい
る。青少年のシェルターマムハウスと居場所〈波の
いえ〉、生きづらさの果てにうつ病などになった人
や8050問題、虐待等で傷ついた人たちを障害福祉
で支える相談支援かもみ～るを運営している。また
ライフワークである夜間アウトリーチを新宿歌舞伎
町及び千葉県内で行い青少年の支援を行う。個人で
は、保護司及び成年後見人として千葉市で活動中。
一方的に支援するのではなく、あらゆる人・モノ・
コト・動物をつなげて共生を目指している。

主催：日本自殺総合対策学会
　　　自殺対策のみならず、周辺領域も含めて広く有益となる知見を紹介し、今後の実践的な自殺対策等の活動に活かしてもらうことを目的として講演会を
　　　行っています
共催：情報・システム研究機構 統計数理研究所 医療健康データ科学研究センター
 　　    本イベントは、JST-RISTEX「SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」の研究開
　　　発プロジェクト「行政・NPOの孤立・孤独対策現場知を支援する総合知に基づく学術体制構築（研究代表者：岡檀）」との共催で開催する予定です
後援：厚生労働省、厚生労働大臣指定法人・一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター

申
込
方
法
・
期
限

プ
ロ
グ
ラ
ム

講師プロフィール

https://forms.gle/CA1y1LVm5z5caPLf7
https://jscsc.smoosy.atlas.jp/ja/lecture_2025_2

